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関東信越地方社会保険
医療協議会委員に就任して

副会長
征 矢 　 亘

皆さん関東信越地方社会保険医療協議会とい

う組織をご存じですか？おそらくほとんどの方が

知らないのではないでしょうか？実は私も委員に

なるまで、よく理解しておりませんでした。

この協議会は、社会保険医療協議会法に基づ

き、中央には「中央社会保険医療協議会」（こ

れは有名でよく言う中医協で、以前は日歯の堀

会長、遠藤副会長そして、現在、林正純常務理

事が委員です。）があり、地方には、「地方社

会保険医療協議会」が全国８ブロックに設置さ

れています。業務は、（資料１）保険医療機関

及び保険薬局の指定及び指定の取消し並びに保

険医及び保険薬剤師の登録の取消しについて、

厚生労働大臣の諮問に応じて審議し、及び文書

をもって答申および建議することです。委員の

編成は、支払側７人、診療側７人、公益６人で

構成されており、歯科医師は、診療側に１名の

みで、原則は公開ですが指定の取消等の個別案

件の審議については非公開です。つまり関東１

都６県と新潟、長野、山梨の10都県でたった１

人の歯科の代表であります。またその下に、部

会が設けられており、各県単位で設置されてい

ます。こちらは主に新規指定、ならびに更新の

医療機関の指定で、茨城県においては社会保険

担当の榊正幸常務理事が臨時委員で出向してお

り、非公開の会議です。

私は、平成30年10月１日に加藤勝信厚生労働

大臣より委嘱され、令和２年９月30日までの委員

となりました。この歯科の委員は関東信越地方の

各県の持ち回りであり、今回は20年に１回まわっ

てくる当番県がたまたま茨城県であり、森永会長

より指名され出向いたしました。３・６・８・10

月に４回取り消し案件の総会が開催されました

が、いずれも歯科医院が対象でした。

内容は、架空請求、付増請求、振替請求、二

重請求、等色々です。どうも、医科や薬科より

証拠を立証し易いのが関係しているかも知れま

せんが、いずれにせよ恥ずかしい状態が続い

ております。この会議に上がってくる時点では

しっかりと証拠が立証され、反論の余地はほと

んど残っておりません。普段の臨床において、
（資料１）
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いうまでもなく適正な保険の運用が大切です。

しかし、我々も人間ですので、誤解、間違いは

誰でもありますが、「故意」又は「重大な過

失」により不正又は不当な診療報酬の請求を行

なうと、保険医の取り消しどころか、「詐欺」

として刑事事件に発展する可能性もあります。

もし保険の指導に当たった先生方はぜひ各地

区の社会保健委員に相談してください。皆優秀

な先生方が担当しており、懇切丁寧に対応して

くれます。

また、この様な公的な貴重な会議ですので、

指導対象保険医療機関の選定の不公平さにつ

いて機会があれば意見を述べております。現在

「指導大綱」に基づいて行われている、集団的

個別指導については、茨城県内の保険医療機関

数の概ね８％、個別指導については、再指導、

情報等によるもの及び前年集団的個別指導を受

け、本年の実績においても高点数（平均点）で

あるものの上位４％程度を選定しております。

ここに問題があります。指導大綱によると、指

導の対象は各県単位となっていることです。資

料２をご覧ください。茨城、栃木、群馬、はほ

ぼ前述した基準通りの選定となっております

が、千葉、東京、神奈川、新潟などは個別指導

の割合がとても低い状況です。ここに大きな不

公平が認められます。この県単位の選定を、せ

めて関東信越地方でのブロックの単位としてい

ただくよう要望しております。なかなか実現は

難しいところでありますが、意見を言い続ける

ことが大切だと考えております。

ぜひ、皆様方のご意見ご要望がございました

ら、征矢までご連絡ください。この協議会や、日

本歯科医師会の理事として、厚労省や日歯など

の担当部署に直接働きかけることが可能です。

今後とも、御指導御鞭撻のほどお願い申しあ

げ、御理解御協力よろしくお願い申し上げます。
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令和元年度歯のポスター優秀作品決まる
令和元年度「歯と口の健康に関するポスターコ

ンクール」第２次審査会が９月18日（水）午後２

時から茨歯会館において開催された。

今年は、第１次審査に小学校508点、中学校83

点の応募があり、厳正な審査の結果、次のとおり

決定した。

小 学 校 の 部

教育長賞　鈴木　すみれ
水戸市立鯉淵小学校６年

歯科医師会長賞　稲垣　卓磨
稲敷市立江戸崎小学校６年

知事賞　藤木　真菜奏
筑西市立竹島小学校３年
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中 学 校 の 部

知事賞　横島　彩花
下妻市立下妻中学校１年

歯科医師会長賞　佐藤　和奏
茨城県立古河中等教育学校２年

教育長賞　柴　春樺
茨城県立美浦特別支援学校３年
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令和元年度　歯と口の健康に関するポスターコンクール入賞者名簿

小学校の部

賞　　名 氏　　名 学年 学　　校　　名

知 事 賞 藤　木　真菜奏 ３年 筑西市立竹島小学校

教 育 長 賞 鈴　木　すみれ ６年 水戸市立鯉淵小学校

歯科医師会長賞 稲　垣　卓　磨 ６年 稲敷市立江戸崎小学校

優 秀

橋　本　琥太郎 ６年 ひたちなか市立津田小学校

古　谷　紅　葉 ３年 守谷市立大野小学校

斉　藤　芽　依 ３年 結城市立結城小学校

龍　道　彩　音 ６年 下妻市立上妻小学校

島　田　美　咲 ６年 茨城県立協和特別支援学校

佳 作

初　鳥　杏　樹 ３年 水戸市立赤塚小学校

髙　安　規　稔 ３年 笠間市立大原小学校

酒　井　麻里亜 ６年 茨城町立葵小学校

大　橋　未　来 ３年 常陸太田市立機初小学校

浅　野　祐　貴 ６年 潮来市立日の出小学校

久　松　　　哲 ６年 稲敷市立阿波小学校

中　島　礼　乃 ３年 つくばみらい市立福岡小学校

笠　島　　　結 ３年 下妻市立高道祖小学校

児　玉　美　優 ３年 境町立長田小学校

髙　野　優　大 ３年 茨城県立石岡特別支援学校

中学校の部

賞　　名 氏　　名 学年 学　　校　　名

知 事 賞 横　島　彩　花 １年 下妻市立下妻中学校

教 育 長 賞 柴　　　春　樺 ３年 茨城県立美浦特別支援学校

歯科医師会長賞 佐　藤　和　奏 ２年 茨城県立古河中等教育学校

優 秀

野　上　咲　良 ３年 常陸大宮市立第二中学校

髙　橋　愛　実 ３年 筑西市立下館西中学校

野　口　珠　希 ２年 八千代町立八千代第一中学校

佳 作

鈴　木　円　香 ２年 ひたちなか市立勝田第一中学校

余　　　婉　忻 １年 取手市立藤代中学校

宮　本　　　舞 ２年 土浦市立土浦第三中学校

大　橋　理　夢 ２年 結城市立結城東中学校

寺　田　あかり ３年 常総市立水海道中学校
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第７回理事会

日　時　令和元年９月18日（水）16時

場　所　茨城県歯科医師会館　会議室

報告者　柴岡永子

１．開　　会

２．会長挨拶

３．連盟報告

４．報　　告

（1）一般会務報告

（3）開業予定の歯科医院について

（4）疾病共済金の支払について

　　　土浦石岡地区　１名　49日間

（5）映画「笑顔の向こうに」上映会の開催につ

いて

（6）準会員から１種会員への異動について

（7）「多職種協動市民フォーラム2019」の後

援依頼について【珂北歯科医師会、那珂医師

会】

（8）後援名義の使用許可について（県生活期リ

ハビリテーション協議会）

（9）「認知症市民フォーラムin日立　みてく

れ！我らの底力！！」後援依頼ついて（県地

域密着型介護サービス協議会）

（10）消費税の軽減税率制度への対応について

（11）委員会報告

学術委員会、医療管理委員会、広報委員

会、地域保健委員会、学校歯科委員会、社会

保険委員会、専門学校

５．協議事項

（1）入会申込書の受理について

窪田　弘幸先生　　土浦石岡地区　　２種

　　　　　　　　　東北大歯卒　　　承認

篠塚　功一先生　　土浦石岡地区　　１種

　　　　　　　　　松本歯大卒　　　承認

渡邉　正樹先生　　県南地区　　　　２種

　　　　　　　　　日大松戸卒　　　承認

（2）「いい歯の日」企画・全国地方紙広告掲載

について

承認

（3）第28回茨城県民歯科保健大会の開催につい

て

承認

（4）台風15号に伴う被害状況と対応について

会員からの報告をもとに、IDS火災保険加

入者に対して情報提供を行う

茨歯会報 27

604



（5）令和２年度会費免除申請について

２件申請、承認

（6）歯科保健の啓発活動への補助について【日

立歯科医師会】

承認

（7）「認知症サポート養成講座と認知症の方の

食支援」講習会にかかる事業補助金申請と後

援名義使用承認について【西南歯科医師会】

承認

（8）2019年度義歯刻銘を中心とした事業補助金

申請について（県歯科技工士会）

承認

（9）いきいき茨城ゆめ国体・ゆめ大会の各競技

会場での出展ブースにおける歯科啓発事業へ

の費用について

承認

（10）学術委員会統括マネージャーの推薦につい

て

承認

（11）第23回茨城県総合リハビリテーションケア

学会学術集会について（県総合リハビリテー

ション学会学術集会）

シンポジストとして三木次郎先生を推薦

（12）通信高校における学校歯科医の選任につい

て

詳細につき、高校からの情報を頂き検討

　

（13）その他

①講師謝礼の内規について

　承認

②県歯科医師会と県保健福祉部との協議会

　の開催について

　承認

　

○行事予定について

　９月19日（木）

　　13時～　　　関東地区歯科医師会役員連絡

　　　　　　　　協議会

　　　　　　　　（横浜ベイホテル東急）

　10月17日（木）

　　15時30分～　第８回理事会

　11月17日（日）

　　13時30分～　第28回茨城県歯科保健大会

　11月21日（木）

　　14時～　　　第９回理事会

　　16時30分～　茨城県保健福祉部との協議会

　　18時～　　　懇親会
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　９月１８日� 　歯と口の健康に関するポスターコンクール第２次審査会を開催。県内小・中学校から応募

のあった591点の中から第２次審査に残った小学校60点、中学校36点、特別支援学校９点に

ついて審査を行った。�

� 　出席者　鶴屋学校歯科部長

　９月１８日� 　第７回理事会を開催。入会申込書の受理、「いい歯の日」企画・全国地方紙広告掲載、第

28回茨城県民歯科保健大会の開催、台風15号に伴う被害状況と対応、令和２年度会費免除

申請、歯科保健の啓発活動への補助（日立歯科医師会）、「認知症サポート養成講座と認知

症の方の食支援」講習会にかかる事業補助金申請と後援名義使用承認【西南歯科医師会】、

2019年度義歯刻銘を中心とした事業補助金申請（県歯科技工士会）、いきいき茨城ゆめ国

体・ゆめ大会の各競技会場での出展ブースにおける歯科啓発事業への費用、学術委員会統括

マネージャーの推薦、第23回茨城県総合リハビリテーションケア学会学術集会、通信高校に

おける学校歯科医の選任について協議を行った。

� 　出席者　森永会長ほか16名

　９月１９日� 　関東地区歯科医師会役員連絡協議会が「横浜ベイホテル東急」にて開催される。メイン

テーマは「人生100歳時代を見据えて、歯科医師会に求められること」で、第１分科会（地

域(郡市区)歯科医師会の活性化のために都道府県歯科医師会が行うこと）、（各都県の収益

事業について）第２分科会（口腔と全身疾患の健康に関する取組み）、第３分科会（歯科診

療報酬が適正な評価を得るために、日本歯科医師会に期待する事項について）に分かれ、

テーマに沿って協議が行われ、その後は全体協議会が行われた。�

� 　出席者　森永会長ほか10名�

　９月１９日� 　第６回広報委員会を開催。会報10月号の校正、令和２年度予算について再協議、茨歯会報

作成手順について再確認、会報11月号について協議を行った。

� 　出席者　柴岡広報部長ほか５名

　９月２１日� 　災害歯科保健医療体制研修会が２日間にわたり日歯会館にて開催され、関係機関や関係団

体を交えて、講義形式の研修及び実災害を想定した訓練を行った。

� 　受講者　４名

　９月２５日� 　第１回県へき地医療支援計画策定会議が県立中央病院にて開催され、平成30年度第２回会

議議事録の確認ほかについて協議が行われた。

� 　出席者　今湊理事

　９月２５日� 　筑波大学附属病院地域医療連携懇談会がホテルグランド東雲にて開催された。

� 　出席者　森永会長

　９月２６日� 　新規に指定を受けた医療機関への個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。
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� 　対象医療機関数　２

　９月２６日� 　第６回日本歯科医師会理事会が日歯会館にて開催された。

� 　出席者　森永日歯代議員会議長ほか１名

　９月２６日� 　第１回裁定委員会を開催。委員長に池野哲之氏、副委員長に若松理氏を選出し、委員の職

務について協議を行った。

� 　出席者　池野裁定委員長ほか10名

　９月２７日� 　第74回国民体育大会ドクターズ・ミーティングが水戸三の丸ホテルにて開催され、国体に

おける医療・救護体制ほかについて協議が行われた。

� 　出席者　荻野茨城SHP委員長ほか４名

　９月２８日� 　第74回国民体育大会（いきいき茨城ゆめ国体2019）の総合開会式が、笠松運動公園陸上

競技場で行われ、選手や観客ら約２万６千人が参加した。

� 　出席者　森永会長ほか４名

　９月２８日� 　歯科専門学校にて３回体験入学を実施。歯科衛生士科に19名、歯科技工士科に６名の参加

があった�

１０月　２日� 　第98回日学歯総会が新宿区「TKP市ヶ谷ビル」にて開催され、総会議長・副議長の選

出、予算決算特別委員会委員の選任、議事運営特別委員会委員の選任の件について協議が行

われた。

� 　出席者　森永日学歯代表会員ほか１名

１０月　３日� 　第24回茨城県歯科医師親善地区対抗ソフトボール大会が古河市上大野ソフトボール場にて

開催される。今回は茨城・県西歯科医師会が主管であり、県内より８チームが出場、鹿行歯

科医師会「鹿行アントラーズアンドレイクス」が２年ぶりの優勝を飾り、準優勝は水戸市歯

科医師会であった。

� 　参加者　148名

１０月　３日� 　専門学校にて指定校推薦入試を実施。歯科衛生士科、歯科技工士科の受験者に対し、同日

行われた合否決定委員会にて受験者全員を合格とした。�

１０月　５日� 　前東京都歯科医師会会長髙橋哲夫先生の旭日小授章受章を祝う会が京王プラザホテルにて

開催された。

� 　出席者　森永会長

１０月　６日� 　北関東甲信越ブロックHIV感染者の歯科医療情報交換会が新潟県歯科医師会館にて開催さ

れた。

� 　出席者　村居常務

１０月　８日� 　いきいき茨城ゆめ国体の閉会式が笠松運動公園陸上競技場にて開催された。茨城県選手団

は天皇杯・皇后杯ともに１位を獲得することができ、11日間の熱い戦いが幕を閉じた。

� 　出席者　森永会長ほか４名

１０月１０日� 　保険医療機関を対象とした個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。�

� 　対象医療機関数　４

１０月１０日� 　関東信越国税局管内税務指導者協議会が「アートホテル新潟駅前」にて開催され、第１部
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では管内各歯科医師会からの現況報告と、提出議題についての協議が行われ、その後、日歯

税務・青色申告委員会委員の小池宏忠先生と日歯嘱託税理士の伊東貞先生が講演された。�

� 　国税局担当官を交えての第２部では、国税局管内における税務の現況、税務諸問題と会員

指導について協議が行われた。�

� 　出席者　大字常務ほか１名�

１０月１０日� 　第５回地域保健委員会を開催。禁煙支援研修会、県民歯科保健大会、全国歯科保健大会、

噛むかむレシピコンテスト、フッ化物応用推進事業、歯科医学会、出前教室について協議を

行った。

� 　出席者　北見地域保健部長ほか11名

１０月１０日� 　禁煙支援研修会を開催。「タバコはVer.4.0へ口腔医としての使命」と題して東京都板橋

区歯科医師会総務理事の花島直樹先生が講演された。�

� 　受講者　33名

１０月１５日� 　摂食嚥下研修会の第４回目を開催、「摂食嚥下機能訓練の実際②」について実習を行っ

た。�

� 　受講者　65名�

１０月１６日� 　四師会災害等連絡調整会議が県医師会にて開催され、令和元年台風19号に伴う医療救護活

動について協議が行われた。

� 　出席者　村居常務ほか２名
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第41回茨城県歯科医師親善地区対抗ゴルフ大会

猛暑の過ぎ去った９月５日（木）、第41回歯科

医師親善地区対抗ゴルフ大会が、つくば市の豊里

ゴルフクラブにゲスト５名を含む95名の先生方の

参加で開催され、鹿行地区が宿敵の土浦石岡地区

に11打の差をつけ令和初のチャンピオンとなりま

した。

振り返ってみると記録の残っている過去８年

間、我が鹿行地区はすべて準優勝でした。

毎年、大会前の地区コンペで今年こそは優勝

を！と誓いをたてていましたが、やっと達成でき

た感じです。

来年は二連覇を目指してまた頑張りたいと思っ

ています。

私自身としましては前日の深夜までの委員会を

頑張りすぎた訳ではありませんが、カウントされ

るスコアで回ることが出来なかったので来年は更

に努力します。

個人戦においても、鹿行の草野廣幸先生がグロ

ス74ネット69.2でウン万円相当の近江牛をゲット

されました。

他にも森永会長からの会長賞を始めとする豪華

賞品に盛り上がりをみせたパーティーとなりまし

た。これも参加された先生方のおかげと感謝して

おります。

ただ最近、参加される先生が減少しています。

多くの先生方に参加していただき益々盛り上がる

大会にしたいと厚生委員一同考えておりますので

ご協力よろしくお願い致します。

団体戦結果

（各地区グロス上位５名の合計ストローク）

優　勝　　鹿行地区　　385

大嵜　哲也　73　　　草野　廣幸　74

荒野　　実　79　　　沼田　裕之　79

林　　　寿　80

厚生委員　鹿行歯科医師会　　髙野　秀勝
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準優勝　　土浦石岡地区　　396

茶園　基史　73　　　色川　敦士　78

千葉　順一　80　　　高野　俊行　82

荒川　幸治　83

３　位　　つくば地区　　406

広瀬　洋二　78　　　網代　浩幸　80

酒寄　江章　80　　　吉田　勝幸　83

野堀　幸夫　85

４　位　　県南地区　　408

５　位　　西南地区　　421

６　位　　日立地区　　437

７　位　　県西地区　　438

８　位　　珂北地区　　442

９　位　　東西茨城　　456

10　位　　水戸地区　　459

ベスグロ（１位２位は年齢順によるもの）

１　位　　　茶園　基史　73

２　位　　　大嵜　哲也　73

３　位　　　草野　廣幸　74

個人戦（新ペリア）

優　勝　　　草野　廣幸

準優勝　　　茶園　基史

３　位　　　榎戸　　繁
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【戴帽式】

令和元年９月５日（木）茨城県歯科医師会館講

堂に於いて歯科衛生士科50期生49名の戴帽式が、

ご来賓や保護者の方々の多数のご臨席のもと厳か

に挙行されました。

征矢校長先生よりナースキャップを授与され、

ろうそくへナイチンゲール像より採火すると、戴

帽生は一段と引き締まった表情になりました。そ

して、誓いの詞を唱和し、将来歯科衛生士になる

自覚を持ち、臨床・臨地実習に臨むことへの決意

表明をしました。

茨城県歯科衛生士会の芹澤会長より「暗闇は患

者の不安な気持ち、ろうそくの灯は思いやりや優

しい気持ちを表現している」とごあいさつの中で

ご教示を賜りました。

式典に参加した１年生は、凛とした先輩を見て

１年後の自分を想像し勉強する目的が明確に見え

たのではないでしょうか。

暗闇に灯るろうそくのように、患者の気持ちに

寄り添える歯科衛生士を目指して、これまで学ん

できた知識や技術を活かし、更に成長した姿を見

せてくれることを期待しています。

（文責　菊池）

【宿泊研修】
― 歯科技工士科 ―

９月19日（木）・20日（金）の２日間、歯科技

工士科２学年（８名）と、引率（野口教務副部長

及び専任教員、中村、川崎の３名）で宿泊研修に

行ってきました。学生の希望により、今回は札

幌・小樽方面への旅行となりました。

１日目は朝早くに出発し、飛行機で新千歳空港

へ向かい、昼食は名物のジンギスカンを食べ、そ

の後、札幌市内を観光しました。大倉山ジャンプ

台ではリフトを使って頂上へ昇ると展望台があり、

ジャンプ競技選手の視点で雄大な景色を満喫しま

した。

大倉山ジャンプ台にて
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２日目は今年７月にリニューアルした白い恋人

パークで工場見学し、昼食は小樽でお寿司を食べ、

レトロな建物が並ぶ堺町通りでお土産を購入し帰

路となりました。

今回の宿泊研修は普段できないような経験や体

験ができ、大変有意義な２日間を過ごすことがで

きたと思います。

今後は、目の前に控えた国家試験や卒業、就職

に向けて気持ちを切り替えて頑張ってもらいたい

と思います。

（文責　川崎）
小樽市内でお寿司を堪能！
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結婚を機に退職して、町の母親教室に参加した

時に、保健師から町の幼児健診の歯科保健指導に

携わらないかと誘われました。息子が生後６ヶ月

の時から始め、その息子も34歳。こんなにも長く

歯科衛生士を続けられるとは、あの頃の私は思い

もしませんでした。

今は幼児健診の他に、障がい者支援施設でも働

かせて頂いております。障害の程度は人様々です

が、皆各々頑張って毎日を生きています。他職種

の方からも学ぶことはたくさんあります。誰もが

ある日突然、事故や病気で障がい者になりうる可

能性があります。普通に生活できることが当たり

前ではなく、とても幸せなことなのだと本当に思

えるようになりました。

趣味で登山をします。夫や気が合う友達とどこ

に登ろうかと計画をたてるのは楽しい一時です。

重いリュックを背負って、鎖を使っての昇り降り

や痩せ尾根を歩くときは特に緊張しますが、そこ

まで行かなければ見ることができない景色は最高

です。この間3000メートルくらいにある山小屋に

宿泊した時、アルバイトの少年が雨水を貯めてお

風呂に入ると言っていました。普段の生活では蛇

口をひねれば水が出て、スイッチを押せば事足り

ます。でも山では水は沢から汲み上げ、発電機で

電気を起こさなければならず、その燃料は空輸、

食料も歩荷か空輸しなければならないので貴重で

す。山では過信をせず謙虚にならなければ怪我を

したり、死亡事故にもなります。仕事をする上で

も過信をしないことと、同じですね。毎日しっか

り生活するためにはリフレッシュは大切です。登

山を楽しみつつ、これからも仕事を続けていきた

いです。

（公社）茨城県歯科衛生士会　県西支部　　飯村　伶子

TEL・FAX  029－253－5807
https://ibaraki.jdha.or.jp
E-mail  jimu@ibaraki-dh.net

公益社団法人

茨城県歯科衛生士会

〒310－0911 茨城県水戸市見和2－292
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享年70歳と早過ぎるご逝去でした。先生は、玉

造で歯科医院を引き継ぎ、地域ではロータリーク

ラブの会長を任されるような地域に密着したご活

躍をなされました。行方市現原幼稚園、小学校、

北浦中学校、県立玉造工業高校、玉造西幼稚園、

小学校の校医をなされまして、百里航空自衛隊の

嘱託医もなされました。そして先生はたくさんの

免許をお持ちでした。大型車から船舶免許等々と

幅広くお持ちで、大型バスは運転できたしボート

の操舵もなさいました。

先生は大学の１年先輩でした。今年の春ごろ歯

科医院を閉めると先生から連絡をいただきました。

そのころにはゴルフも出来なくなっているようで、

どうお見舞をするか悩んで連絡できないうちに訃

報の知らせがあり、申し訳ないことをしたと悔や

んでおります。

先生は勉強熱心で水戸のスタディグループやい

ろいろな講習会などに出席されていました。何十

年か前、自分たちは鈴木孝雄先生を中心として、

少人数の勉強会らしきことをやっていました。ど

こからか話を聞いた先生が入会したいということ

で参加していただきました。お教え頂いたことが

多くありました。

鹿行デンタルでは一緒に参加させて頂いたり、

プライベートでも友人たちとプレイさせて頂きま

した。数年前に宮本先生のホールインワン記念祝

賀パーティーにご招待いただいたのが記憶に新し

く、その時元気に、とても嬉しそうにしていらし

たのが思い出されます。ご冥福を心よりお祈りし

て、送る言葉とさせていただきます。

合掌

（社）鹿行歯科医師会　　大槻　茂男

宮本嘉博先生を偲んで



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、ご自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などをお送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）地　　区

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

116
147
156
73
105
179
132
176
154
106
6

1,350

1,153名
66名
125名
6名

1,350名

令和元年9月30日現在

令和元年度 歯と口の健康に関するポスターコンクール 優秀賞作品

小学生の部

中学生の部

斉藤　芽依

野口　珠希

古谷　紅葉

島田　美咲

髙橋　愛実

橋本　琥太郎

龍道　彩音

野上　咲良
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